
様式2　　【引き続き指定管理者とするかどうか】

１　施設の概要
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設置目的

規　模

２　指定管理者が行う業務等

指定管理者名

委託業務の
内容

導入効果

３　管理運営方法の見直し等の結果

今後の
管理形態

理　由

指定管理者制度を更新する場合

選定方法

非公募の
場合、

その理由

指定管理

①現在、障害者が多数入所している施設であり、今後とも安定した経営を行う必要がある。
②指定管理制度による経営努力により、次期においても安定した経営が見込める。
③福祉施設であり、できるだけ長期に安定した運営を行う必要があることから、期間は現行と同じ７年間とす
る。
上記①、②及び③から、今後も引き続き、現委託先を指定管理者とすることが適当である。

①管理・運営経費の比較
  直営で管理・運営する場合に比べ、指定管理者制度を継続する方が、経費面の節減が期待でき、有利であると
考えられる。
②事業の実施内容
　上記のとおり、利用者の増加、利用者サービスの向上が図られている。
上記①及び②から、今後も引き続き、指定管理者制度を継続する。

非公募

平成25年度　67,700千円
平成26年度　67,700千円
平成27年度　67,700千円
平成28年度　67,700千円
平成29年度　67,700千円
平成30年度　67,700千円
平成31年度　67,700千円

①経費の節減等
　第１期と比べ、県からの委託料は、平均して年間約6,400万円削減され、経費節減の効果がある。
②利用者の定員
　　　　　　　　　　平成24年度　　　　　平成31年度
　入所支援　　　　　おおぞら 60　　→　　おおぞら60
　　　　　　　　　　だいち　 50　　　　　だいち　 30
　生活介護　　　　　おおぞら 74　　→　　おおぞら 74
　　　　　　　　　　だいち　 36　　　　　だいち　 36
　生活訓練　　　　　　　　 　12　　→　　　　　　  6
　就労移行支援　　　　　　　 12　　→　　　　　　  6
　就労継続支援(B型)　　　　  30　　→　　　　　　32
　福祉ホーム　　　　　　　　 20　　→　　　　　　20
    ※　利用環境の改善等のため、平成30年度に定員の見直しを行っている
③施設管理、法令等の遵守
　施設の維持修繕、保守管理が適切に実施されるとともに、従前の管理水準や仕様書等に定める水準を実施。
④サービス水準の維持・向上
　入所支援に加え、日中支援として多機能型サービスを提供している。
　特に、就労継続支援(B型)においては、園芸やクリーニングなど特色あるサービスを提供している。
　併せて、相談支援センターや福祉ホーム、グループホームを運営し、地域の中核的施設としての期待に応え
ている。
　重度化・高齢化する利用者への対応として、バリアフリー化を進めている。
　ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌｪｽﾀ等のイベントや、地域の行事への積極的参加により、地域住民との交流にも取り組んでいる。

①施設の管理に関する業務
②施設の維持管理に関する業務
③施設の利用の許可に関する業務
④施設の利用料金の収受に関する業務

県からの
委託料

指　定　管　理　者　管　理　運　営　状　況　検　証　調　書　②

所在地

指定期間

香川県ふじみ園
香川県ふじみ園福祉ホーム

社会福祉法人　香川県社会福祉事業団

丸亀市飯山町東坂元３６６７

平成25年４月１日～
令和２年３月31日

障害者支援施設

昭和54年4月1日
生活介護110名、施設入所支援90名、生活訓練6
名、就労移行支援6名、就労継続支援Ｂ型32名、福祉
ホーム20名

設置年月日


